
 

  

日本語の総合的な運用能力を測る「日本語検定」（略称・語検）の平成

２５年度第１回（通算第１３回）検定が、６月１４日（金）、１５日（土）

の両日、４７都道府県９９箇所、海外２箇所の一般会場と、９３９準会

場とで行われました。今回は４万２１１人が受検し、これまでの累計受

検者数５２万人超となりました。 

 

 「語検」は、敬語、文法、語彙、言葉の意味、表記、漢字の６領域につ

いて、正しく日本語を使う能力を測るものです。１級から７級まで、小学生から社会人まで幅広い年齢層を対象

としています。検定結果については、７月 8日にホームページで合否速報が発表されましたが、その後合否通知

が 7月 20日迄に発送されます。 

 

 受検申込者は、１級（社会人レベル）４１３人、２級（大学生～社会人レベル）４１６２人、３級（高校生～

社会人レベル）１万４１２５人、４級（中学生・高校生レベル）１万２３８８人、５級（小学校高学年・中学生

レベル）５１６０人、６級（小学校中・高学年レベル）２６１８人、７級（小学校低・中学年レベル）１３４５

人でした。最年長者は９０歳、最年少者は５歳。 

 

 東京２３区では、豊島区西巣鴨の大正大学を一般会場に検定が実施され、社会人を中心に８６４人が１級から

７級まで受検しました。同会場では、受検は午前と午後の２部に分かれて実施され、また受検する級により複数

の教室に分かれて行われました。最も大きい会場では一斉に３００人が受検しています。 

 

 試験開始の一時間ぐらい前より女性を中心に続々と受検者が集まり始め、会場誘導係の励ましの言葉に多くの

方が真剣な眼差しで頷き、中には「勉強していて寝ていません」と答える方もおられました。ほとんどの受検者

が試験直前までロビーや会場内で勉強を続けておられたようです。今回は白い半袖にスラックスという制服姿で

参加した団体があり、一般会場では通常ほとんどが私服姿の受検者のなかで目を引きました。 


